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：

パ ー ト ナ ー ：

③次回例会の出席確認を１００％行います。

【 活 動 方 針 】

［ 活 動 概 要 ② ］

［ 活 動 概 要 ③ ］

　■会員研修及び会員との交流を深める事業　　（定款第④条　　１項　　８号）

③例会の企画及び設営と運営並びに議事録の作成・保存

　■会員研修及び会員との交流を深める事業　　（定款第④条　　１項　　８号）

天草ハイヤ道中総踊りへの参加者１００名を目指します。

例会の出席率を前年度同月比より１０%上げます。　

全メンバーがハイヤ踊りへの声掛けを一人５名行います。

天草凛風会メンバー・藤間美穂鶴先生・天草ほんどハイヤ祭り育成部会・ＪＣＩ牛深

道中総踊りに、会員が積極的に参加してもらうとともに、家族、知人、友人も誘ってもらい交流
を深めます。会員同士で切磋琢磨し、会員が心を合わせ踊りの質を向上させ、より良いステージ
を作り上げることで、会員間の交流を増やします。ハイヤ道中総踊りでは、青年らしき若さと活
気で天草本渡青年会議所をアピールし、天草本渡青年会議所を地域の方々に広く知ってもらい、
ハイヤを通して様々な人達との交流を深めます。

２０２２年度　一般社団法人天草本渡青年会議所　　

天草本渡青年会議所では会員同士、先輩方、他団体、県内各ＬＯＭ、各地域の方々など多くの交
流の機会があります。なぜならひとつの団体だけでは、まちづくりやひとづくりの運動を行うこ
とができないからです。様々な方々とより良好な関係を築くためにも、まずは委員会が楽しみな
がら交流の機会を創出していきます。また、郷土芸能という伝統文化を承継していけるように、
指導者としてもしっかり活動していきます。

①新年賀詞交歓会の企画・実地

ＡＬＬピース委員会 年間事業計画

［ 活 動 概 要 ① ］

【 事 業 内 容 】

　■会員研修及び会員との交流を深める事業　　（定款第④条　　１項　　８号）

新年度体制並びに事業方針の周知を行うとともに、より一層の活動支援・協力をいただける関係
を築くことを目的とします。

天草ハイヤを通して現会員、またその家族・友人・知人と天草ハイヤに参加してもらうことで伝
統文化を肌で感じてもらい交流を深めることを目的とします。また、明豊躍友会として地域のイ
ベントに参加し、天草本渡青年会議所を市民の方々にＰＲすることを目的とします。

青年会議所では、目指すべき運動の方向性や対策をメンバー間で確認し、メンバー同士の親睦を
深め、さらにはメンバーが自己研鑽する場として、毎月例会を開催しています。出席率の向上と
出席したメンバーが有意義な時間を過ごす場となることを目指し、円滑で有意義な例会運営を行
うことを目的とします。

総会の運営・設営を行います。また、議事録の作成・保存を行います。

賀詞交歓会の会員への説明会への参加率を１００％目指します。

会員の参加率１００％を目指します。

シニアクラブ・関係諸団体・県内各ＬＯＭを中心とする多くの方々に出席していただくために早
めの案内を行います。会員への説明会を委員会ごとに開催し、事業内容や進行について情報共有
することで、各会員が自分の役割を意識してもらい、責任感を持って参加意識をあげていただく
こと、また、２０２２年度の当会議所の活動方針をしっかりと発信する場を設けます。

シニアクラブ、関係諸団体、各地会員会議所会員

②地域郷土芸能への取り組み（天草ハイヤ・明豊躍友会）



事 業 目 的 ：

Ｋ Ｇ Ｉ ：

Ｋ Ｐ Ｉ ：

事 業 概 要
（方法・手段）

：

パ ー ト ナ ー ：

メンバー全員が、自身の抽出した、候補者１名以上と面談します。

　■会員研修及び会員との交流を深める事業　　（定款第④条　　１項　　８号）

［ 活 動 概 要 ④ ］ ④会員拡大の実地

【 Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 】
 該 当 番 号 【４】【１７】

天草本渡青年会議所の魅力を多くの方に知ってもらい、会員拡大へと繋げることを目的としま
す。

候補者の面談を１０件行います。

５名の会員拡大を目指します。

２０歳～４０歳までの天草島民


